
工場における機器導入効果の指標化と事前推定手法 
Indexing and Pre-estimation of Introduction Effect of New Equipment in Factory 

茅野遥香†        石黒剛大† 

Haruka Chino     Takehiro Ishiguro 
三菱電機株式会社 情報技術総合研究所† 

Information Technology R&D Center, Mitsubishi Electric Corporation 
 

1 はじめに 

近年、工場で使用される機器に関してメーカ

が公式ウェブサイト等で製品仕様を公開するケ

ースが増えてきている。機器購入検討者が新規

機器購入検討のために機器性能を調べる際、機

器購入検討者は営業担当者から新規機器の紹介

を受けるほかにも、メーカの機器紹介サイトか

ら機器のパンフレットを入手して検討するとい

う方法を取ることができる。 

しかし依然として機器の性能や導入効果がわ

かりづらい、また機器購入検討者の環境でメー

カ規定値が再現できる可能性が不明瞭なため

に、機器購入検討者の環境に最適な機器を見つ

けることが難しいという課題が残る。当課題は

特に工場への IoT導入に関して顕著である。 

そこで、本稿では上記課題を解決する手法を

提案する。 

 

2 工場への IoT導入の課題 

 工場への IoT 導入の課題は 2 点挙げられる。1

点目は、IoT 導入レベルを評価する指標が統一化

されていないことである。ここで IoT導入レベル

とは、IoT データによる改善度合いを示す。IoT

化に関して明確な指標が少なく且つ統一されて

いないため、IoT 化の目標や手順が不明瞭となる。

また、IoT 化は直接生産性向上や省エネに寄与し

ないため、導入効果を金銭で表すことも困難で

ある。そのため、IoT を導入しても導入効果がわ

かりづらい。2 点目は、機器購入検討者自身の環

境にてどの程度の機器導入効果が得られるかが

わからないことである。機器購入検討者はメー

カ規定値を機器検討の参考にするが、メーカ規

定値は該当メーカにてある試験環境を設定した

上で機器の性能を測定した値であるため、他環

境において該当機器を導入した際の性能が不明

瞭となる。そのため、機器購入検討者の環境に

最適な機器を購入できない可能性がある。 

 

3 解決策 

3.1 導入効果事前推定システム 

従来、機器購入検討者は各メーカが提供する

メーカ規定値情報のみを購入検討要素としてい

た。そのため、機器購入者自身の環境に合った

性能かどうかわからず、機器購入検討者の期待

した効果が機器導入時に得られるかわからない。 

それに対し当提案は、該当機器利用者のデー

タを用いて、機器購入検討者が機器導入前に、

機器購入検討者の環境における機器導入効果を

推定することで、課題を解決する。また、機器

や工場の IoT導入レベルを示す成熟度レベルを規

定し、当成熟度レベルを用いて導入効果を可視

化することによって、機器購入検討者の期待し

た効果が機器導入時に得ることができるように

する。なお成熟度レベルに関しては、その他、

機器購入検討者に自身に適した成熟度レベルの

機器情報を提供するといった使い道も存在する。 

 
図 1 導入効果事前推定システム 

当システムはメーカ規定値データベースと利

用者効果データベース、また導入効果推定機能

と可視化機能により構成される(図 1)。システム

には予め、メーカ規定値データベースに機器に

関するメーカ規定の IoT導入レベルを表す成熟度

レベルが、また利用者効果データベースに利用

者ごとの機器動作環境情報と導入効果情報が格

納されている。ここで利用者効果データベース

に格納されている導入効果情報は、機器導入前

および導入後の対象範囲における IoT導入レベル

を表す成熟度レベルで構成される。 

機器導入検討者の機器導入効果を示すために

は、導入機器自体の性能値と機器を導入する際

の影響度を推定する必要がある。導入機器の性

能値は、メーカ規定値だけでなく利用者効果デ
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ータベースの導入効果情報を用いて算出する。

これによりメーカ規定値ではなく実際に使用さ

れている性能値に近い、より現実的な値を導入

機器の性能値として使用できる。また機器導入

の影響度は、導入環境の規模・状態により推定

する。導入環境の規模・状態は、機器導入検討

者の入力する導入環境に近い動作環境を利用者

効果データベースより抽出する。抽出した導入

環境情報により、導入機器影響度を算出する。

これにより機器購入検討の導入環境に近い導入

環境において、機器導入時にどの程度の影響度

を望めるかが算出できる。以上により、機器導

入前に機器購入検討者の環境における機器導入

効果を推定し、機器購入検討者へ提示する。 

 

3.2 導入効果の指標化 

 
図 2 SMKL のコンセプト 

工場の IoT導入レベルを示す成熟度レベルとし

て 設 計 さ れ た 、 SMKL(Smart Manufactuaring 

Kaizen Level) [*1]がある(図 2)。SMKLは、「工

場をどう IoT化していけば良いか分からない」と

いう悩みを持つ製造現場の IoT化推進を支援する

ことを目的に作られており、IoT 導入レベルを 4

つの「みえる化」段階と 4つの対象範囲で区分け

された 16 マス（SMKL 値）で表すことで、対象と

する製造現場がどの段階まで IoT化が進んでいる

かを判断できる。 

 
図 3 「みえる化」レベルの考え方 

また、縦軸となる「みえる化」レベルの考え

方を図 3に示す。「みえる化」レベルが上がるほ

ど対象範囲の IoT 化が進み、IoT データが有効活

用され、現場改善に役立っていることを示す。

本提案では、機器導入時の SMKL 値の向上を導入

効果として見せることで、導入効果を容易に把

握できるようにする。 

 

3.3 導入効果の推定手法 

機器導入効果を SMKL 値で示す場合の導入効果

推定方法を説明する。簡単のため工場内のライ

ンが対象の場合とする。ここでラインとはある

製品を生産する際製品が通る一連の工程を示す。 

本推定を行う際に必要なデータを表 1に示す。 

表 1 導入効果推定に必要なデータ項目 

導入効果推定に関して、購入検討者の環境に

おける機器導入後の推定ライン SMKL 値の算出式

を下記に示す。なお該当クラスタによる推定係

数は機器動作環境情報が機器購入検討者と類似

する利用者の機器導入効果情報から算出される。

機器導入後の推定ライン SMKL 値を導入効果推定

値として機器購入検討者に提示することで、機

器購入検討者はrとr1との差により、対象機器を

導入した際に自身の環境においてどの程度の機

器導入効果を得られるかがわかる。 

 
4 おわりに 

本稿では、機器導入前に機器購入検討者の環

境における機器導入効果を指標化し推定する手

法を述べた。本手法により、機器購入検討者は

自身の環境に検討中の機器を導入した場合の効

果を知ることが可能となる。今後は利用者の機

器導入効果情報による推定係数の算出方法と評

価の検討、実装、評価を実施する。 

 

入力元 データ項目 

機器購入 

検討者 

 メーカ名 

 機器名/品番 

 機器導入が想定されるライン内機器数 

 機器導入前のライン SMKL値 

 該当機器の IoT化レベルが影響する機器数 

メーカ規

定値デー

タベース 

 メーカ名 

 機器名/品番 

 メーカ規定の機器 SMKL値 

利用者効

果データ

ベース 

 機器導入を行ったラインの機器数 

 機器導入前のライン SMKL値 

 機器導入後のライン SMKL値 

 該当機器の IoT化レベルが影響する機器数 

[*1]Androidアプリ「トリセツ工場版」内  

「SMKLとは？」ページより: (2018年 12月 5日) 

 https://torisetsu.biz/fa/support/about_smkl.html 
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